
!lAf1fl 、

1995<平成7年)

月号

No.435 

今金町民憲章

。民主主穫に穐して生活を合理化して近代的な町じいたしましょう.

0 世燦τ勤労にはげむ;明るい町じいたしましょう 。

。筏酷をみがき産集由開発に努め豊かな町にU たしま Lょう。

O 敏聾をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいたしましょう。
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簡
に
対
し
認
定
農
業
者
と
認
め
、

制

度
上
の
優
遇
措
世
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
.

砂
広
域
野
菜
集
出
荷
施
腔
が
本
格
帯
働

ω
畜
産
の
振
興

継
続
事
業
と
し
て
公
社
営
畜
産
基

地
事
業

・
輸
入
精
液
等
助
成
を
含
め

た
酪
農
振
興
対
策
公
共
牧
場
整
備

対
策
事
業

・
和
牛
肥
育
推
進
亭
業

集
団
放
牧
等
促
進
卒
業
等
の
実
施
を

計
画
し
ま
す
。

ω
林
業
の
振
興

継
続
事
業
内
公
費
造
林
促
進
事
業

の
奨
励
を
進
的
、
造
林
面
積
め
拡
大

を
図
り
ま
す
。

プ
イ
タ
ウ
ン
ナ
イ
林
道
事
業
保

育
促
進
町
有
林
の
造
林
等
事
業
内

実
絡
を
計
画
し
、
国
土
保
全
と
水
資

平
成
7
年
度
予
算
は

3
月
7
日
か
ら
同
日
(
会
期
を
2
日
残
し
て
閉
会
)

ま
で
開
催
さ
れ
た
、
第
l
固
定
例
町
続
会
で
慎
重
審
識
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
%
憶
3
干
7
百
幻
万

9
千

円
の
予
算
が
決
ま
リ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
村
本
町
長
が
町
政
執
行
方
針
を
、
大
塚
教
育
長
が

教
育
行
政
執
行
方
針
を
喜
々
述
べ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
町
づ
く
り

に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

7
年
度
執
行
方
針
(
要
約
)

MV
栴
予
算
と
し
て
編
成

執
行
方
針
を
述
べ
る
村
本
町
長• • 

源
確
保
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

同
土
地
改
良
事
雛

国
官
か
ん
が
い
排
水
事
業
利
別
川

地
区
は
、
昭
和
臼
年
か
ら
昭
和
白
年

ま
で
別
査
期
間
、
昭
和
何
年
か
ら
平

成
6
年
ま
で
会
計
画
期
間
を
要
し
て

平
成
7
年
度
か
ら
日
年
度
ま
で
を
一

期
工
事

(
工
事
内
容
は
第
一
幹
線

第
二
幹
線
既
設
用
水
路
・

白
石
用
水

路
青
木
協
水
機

・
青
木
用
水
路

・

団
代
用
水
路
)
二
期
工
事
は
平
成

9

年
度
か
ら
同
年
度
ま
で

(工
事
内
答

は
中
且
頭
首
工
中
単
導
水
路
下

八
束
政
首
工
)
の
予
定
で
あ
り
、

一

期
工
事
的
実
施
を
計
画
い
た
し
ま
し

た
。水

田
官
民
活
性
化
排
水
対
策
特
別

指
備
事
業

一
般
農
道
整
備
卒
業
(利

別
地
区
)
は
平
成
6
年
度
補
正
予
算

の
繰
越
明
許
賀
と
し
て
子
斜
計
上
、

光
台
二
期
地
区
民
免
農
道
整
備
卒
業

は
今
年
度
完
了
予
定
で
す
。

幾
代
地
区
鹿
免
農
道
整
備
事
業

・

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
地
区
ふ
る
さ
と
緊
急

牒
道
整
備
卒
業
・
西
部
地
区
水
田
活

性
化
基
盤
整
備
事
業
は
継
続
事
業
と

し
て
整
備
し
ま
す
。
利
別
地
区
地
域

交
流
促
進
農
道
挺
備
事
業
は
今
年
度

説
拍
手
、
平
成
万
年
完
7
に
向
け
実
施

を
計
画
し
ま
す
。

神
丘

・
神
丘
2
期
地
区
畑
地
帯
総

合
土
地
改
良
事
業
は
農
道
の
改
良
舗

平
成
7
年
第
l
固
定
例
町
議
会
に

あ
た
り
、
予
算
内
大
綱
を
申
し
上
げ
、

談
会
を
は
じ
め
町
民
の
み
な
さ
ん
の

深
い
こ
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
は
改
選
期
に
あ
た
り
ま
す
の

で
予
算
編
成
は
一
般
経
常
経
費
及
び

義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
極
力
節
減

に
努
め
、
年
間
予
算
を
計
上
し
、
又
、

公
共
事
業
等
、

術
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
景
気
的
低
迷
に
対
処
す
る
こ
と

か
ら
早
期
発
注
の
た
め
、
補
助
金

起
償
等
的
交
付
申
附
事
情
を
考
慮
し

て
継
続
、
新
規
を
合
的
て
計
上
し
て

い
ま
す
.

又
、
政
策
的
に
考
慮
す
べ
き
財
源

は

一
定
額
を
留
保
し
た
骨
格
子
釘
と

相
説
明
一
央
制
水
工
事
的
実
施
を
計
画

し
ま
し
た
。

中
川島
川
沿
地
区
ふ
る
さ
と
県
道
緊

急
強
制
事
業

(改
良
舗
装
)

八
東

地
区
水
田
営
牒
活
性
化
基
盤
強
例
卒

業
(
耕
水
路
)
を
団
体
首
卒
業
と
し

て
実
施
を
計
画
し
ま
す
。
、

問

商
工
業
の
振
興

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
強
く

受
け
、
企
業
開
競
争
や
消
費
者
意
識

の
変
化
な
ど
か
ら
、
厳
し
い
経
営
環

境
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
内
経
首
安
定
を
図
る
た

め
、
企
業
者
自
ら
の
経
営
努
力
と
あ

い
ま

っ
て
、
間
工
会
を
中
心
と
す
る

企
業
続
営
的
改
普
に
対
す
る
相
続
や

指
噂
を
強
化
し
、
金
融
面
的
支
援
を

行
う
た
め
、
昨
年
度
問
機
所
相
官
予
斜

を
計
上
し
ま
し
た
。

日
社
会
福
祇
の
向
上
と

生
活
環
境
の
整
備

川

社
会
福
祉
関
係

固
め
高
齢
者
保
他
福
松
推
進
叩
カ

年
戦
時
と
リ
ン
ク
さ
せ
施
設
の
充
実

と
あ
わ
せ
、
家
庭

・
地
域
住
民
の
桁

極
的
な
協
力
の
も
と
、
在
宅
相
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
や
独
居
老
人
や
寝
た

き
り
老
人
な
ど
の
家
庭
に
対
す
る
介

総
支
援
は
、
新
年
度
か
ら
保
健
婦
l

名

ヘ

ル

パ

2
名
を
増
只
し
て
充

し
て
編
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
結
来
、
平
成
7
年
度
内
一
般

会
計
予
判
例
は
、
白
山
億
8
干

4
百

η
万

5
千
円
で
、
前
年
対
比
2
・
l
%
の

培
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
福
祉
施
設
建
設
事
業
は
、
今

後
実
施
に
向
け
一
部
設
計
等
の
変
更

を
考
慮
し
な
が
ら
も
総
建
設
面
積
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

部
3
階
建
4

千
7
百
ぬ
耐
と
計
画
し
、
メ
イ
ン
施

設
の
老
人
保
健
施
設
の
定
貝
は

ω床

と
決
定
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
外
5
施
訟
の
複
合
合
築
方
式
で
建

設
す
る
巡
び
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
当
初
干
抑
は
雄
政
事

業
の
継
続
資
を
も
っ
て
予
算
計
上
し

て
お
り
、
固
め
補
助
内
示
等
が
公
表

さ
れ
次
第
工
事
若
手
と
い
た
し
ま
す
。

本
町
内
国
際
交
流
事
業
は
平
成
7
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問

脚

資

資

費

7年度一般会計予算は65億84，725千円
雄会

労働
予備

その内訳は・・・・

地方空付税

2，908，000 

(44.2) 

年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
向
一
環
と

し
て
の
ペ
ガ
サ
ス
町
泌
事
業
で
中
学

生
の
派
遣
を
計
画
し
、
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
将
来
的
に
学
校
教

育
に
お
け
る
英
語
指
導
に
力
を
注
ぐ

べ
く
人
材
の
派
遣
事
業
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、

日
中
交
流
事
業
も
継
続

し
て
計
画
し
ま
す
。

I 

産
業
の
振
興

川

農

業

の
振
興

本
年
度
は
広
域
野
菜
集
出
荷
施
肢

が
完
成
後
2
年
次
を
迎
え
、
広
域
農

協
迎
に
お
い
て
目
標
達
成
に
向
け
栽

培
奨
励
に
努
力
さ
れ
、
「
ぼ
こ
ぼ
こ

大
地
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
も

っ
て
販
売

さ
れ
、
農
家
経
済
の
向
上
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

継
続
事
業
の
野
菜
価
格
安
定
推
進

事
業
指
導
対
策
を
含
め
た
野
菜
定

活
化
対
策
事
業
に
お
い
て
新
た
に
ニ

ン
ジ
ン
の
収
務
機
導
入
を
図
り
、
労

働
力
の
軽
減
に
努
的
、
野
菜
用
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
設
世
事
業
向
補
助
及
び
補

棋
を
計
画
、
生
産
拡
大
を
進
め
ま
す
。

次
に
股
業
経
営
基
盤
的
強
化
的
促

進
に
附
す
る
基
本
的
な
榊
恕
が
昨
年

ロ
月
幻
日
付
け
で
知
事
の
総
定
を
受

け
、
こ
の
構
想
の
蛍
脱
類
型
に
恭
づ

き
5
年
後
の
農
業
経
営
改
善
計
画
を

樹
立
し
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者
の
申

民 生 置
1，527，651 

(23.2) 

衛 生 貸

127，886 農林水産業費
664;77â"~~ (1・0)

(10. 1) )は(註)単位は千問.( 

構成比率で%

296，292(4.5) 
120，297( 1.8) 
75，38[( 1.2) 

124，615(1.9) 

132，000(2.0) 

53，000(0.8) 
184，380{2.8) 

揖入金
使用料亙げ手量料

財産収入

分担金亙 U負担金

地方組与組

自動車取得税交付金
その他

〕2
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突
を
図
り
ま
す
。

隊
害
者
招
祉
は
、
障
害
者
タ
ク
ン

l
制
皮
肉
活
用
な
ど
を
通
し
て
社
会

参
加
を
促
進
し
、
障
害
者
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

本
町
の
学
童
保
育
は
、
昨
年
度
に

お
い
て
定
員
を
大
幅
に
越
え
る
申
し

込
み
が
あ
り
、
現
施
設
の
内
部
改
修

を
行
い
定
員
を
引
名
に
増
員
し
ま
す
。

山

保

健

衛

生

保
健
予
防
運
動
に
よ
る
健
康
教
育

や
健
康
相
談
、
各
腕
検
診
に
よ
る
千

防

・
早
期
発
見
治
療
機
能
訓
練

な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的

機
械
的
に
行
い
、
乳
幼
児
か
ら
老
人

ま
で
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
行
き

ま
す
。

企再利用可能なものカ、た 〈さん 11

粗大コミ収集事業

間

環

境

衛

生

使
い
姶
て
文
化
的
反
省
に
立
っ
て
、

処
理
処
分
の
ゴ
ミ
対
策
か
ら
広
く
町

民
的
理
解
と
協
力
の
も
と
、
資
問
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
と
減

品
運
動
を
展
開
し
て
美
し
い
消
潔
な

月
2
回
の
学
校
迎
5
日
制
も
実
施
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
外
で
の
子
供

の
活
動
基
盤
的
充
実
が
望
ま
れ
、
年

長
者
と
の
ふ
れ
あ
い

・
ス
ポ

l
y
交

流
レ
ク
リ
ェ

l
ン
ョ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
支
扱
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

N 

特

別

会

計

川

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業

勘
定

本
格
的
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、

疾
病
椛
造
的
変
化
、
低
所
得
者
や
高

齢
者
向
加
入
割
合
が
高
い
な
ど
、
榊

造
的
な
問
題
を
抱
、
え
て
国
保
運
官
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
の
中
心
で
あ
り
ま
す
保
険
税

の
負
担
は
大
変
な
高
額
化
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
賦
諜
限
度
額

が
引
き
上
げ
な
ど
制
度
改
正
が
な
さ

れ
る
予
定
で
す
。

税
の
決
定
は
、
所
得
的
動
向
を
把

握
し
賦
課
時
期
ま
で
十
分
検
討
し
、

次
期
定
例
際
会
に
提
案
し
ま
す
。

従
い
ま
し
て
本
年
度
内
歳
入
歳
出

向
総
額
を
、

7
偲
2
百
日
万
6
千
円

に
措
置
す
る
も
の
で
す
。

ω
老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
医
療
費
は
、
人
口
構
造
的
高

齢
化
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
現
状
で

す
。
国
に
お
い
て
は
、
老
人
医
療
に

町
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

川

公
共
事
業
に

つ
い
て

道
路
改
良
事
業

は
、
継
続
事
業
の

日
進
黄
金
線
改
良

工
事
‘
新
規
改
良

事
業
で
は
大
和
南

北
線
特
改

一
極

(地
特
)工
事
、
大

和
南
北
線
特
改

一

概
工
事
と
し
て
実

施
予
定
で
あ
り
、

継
続
事
業
で
は
加• • 

お
け
る
山
口
用
負
担
等
制
度
内
見
直
し

を
行
い
、
巡
営
の
安
定
化
を
図

っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
制
皮
肉
改

正
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
は

老
人
医
療
費
は
医
療
保
険
各
保
険
者

向
実
際
の
老
人
加
入
率
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
国
平
均
で
老
人
が
加
入
し
て

い
る
と
仮
定
し
て
拠
出
金
を
算
定
し
、

各
保
険
者
で
負
担
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
本
に
対

す
る
特
例
と
し
て
、
負
担
の
激
変
緩

和
を
図
る
趣
旨
か
ら
、
拠
出
金
の
算

定
に
用
い
ら
れ
る
老
人
加
入
率
に
つ

い
て
、
m
ω
%
且
び
l
%
の
上
限
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
囲
内
改
正
で

は
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
老
人
加

入
率
初
%
上
限
を
越
え
る
保
険
者
が

著
し
く
増
加
し
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
、

老
人
加
入
率
上
恨
の
引
き
上
げ
を
行

う
と
と
も
に
、
老
人
医
療
費
拠
出
金

の
算
定
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

う
こ
と
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
本
年
度
の
歳
入
歳
出

向
総
額
を
、

8
億
9
干
1
百
訂
万
7

千
円
に
措
置
す
る
も
の
で
す
。

ω
国
保
病
院
に
つ
い
て

総
合
福
祉
施
設
開
設
ま
で
の
過
渡

期
に
当
た
り
、
非
常
に
苦
し
い
経
営

が
7

・
8
年
度
と
続
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
財
政
支
援
に

つ
い
て
配
慮
し
ま
す
の
で
ご
理
解
願

い
ま
す
。

川
線
特
改
凶
般
工
事
畑
の
沢
日
進

紛
特
改
凶
稲
工
事
八
東
宮
前
線
特

改
四
甑
工
事
と
日
進
賞
金
総
舗
装
新

設
工
事
的

7
本
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
四
事
業
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
利
別
通
り
般
に
お
け
る
用
地
及

び
家
屋
移
転
補
悩
な
ど
の
実
施
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

都
市
公
園
事
業
は
、
当
該
年
度
に

お
い
て
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場

一
一山
0
・

8
加
の
路
側
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
昨
年
、
対
象
世

帯
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ト
制
訟
を
行

い
、
約
的
%
の
世
相
が
早
則
集
地
を

割
引
一
ま
れ
て
い
る
税
状
に
あ
り
、

今
i~ 

度
よ
り
2
カ
年
に
わ
た
り
下
水
道
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

公
営
住
宅
建
替
卒
業
は
、
今
年
度

工
事
で
最
終
と
な
り
ま
す
南
団
地
は

一
棟
八
戸
を
持
っ
て
完
了
と
な
る
見

込
み
で
す
。

5
 
消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

こ
こ

1
年
間
、

火
災
発
生
件
数
は

最
小
限
的

2
件
と
主
っ
て
お
り
、
関

係
住
民
の
予
防
意
織
の
た
ま
も
の
と

思
い
ま
す
。

本
町
内
防
災
引
回
は
火
災
水
告

に
対
す
る
現
解
は
得
ら
れ
る
も
の
の
、

地
接
対
応
は
明
硝
化
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
新
防
災
計
画
策
定
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
か
ら
実
施
を
予
定
し
ま
す

新
宿
鰻
体
系
は
、
町
四
名
い
た
付
添
婦

さ
ん
を
現
証
凶
名
ま
で
減
じ
、

1
月

か
ら
本
緒
的
に
新
沼
秘
体
系
移
行
へ

の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
現

在
入
院
忠
者
数
約
叩
名
と
、
患
者
調

盤
が
予
定
よ
り
遅
れ
、
国
保
病
院
開

設
以
来
付
添
婦
さ
ん
が
忠
者
さ
ん
円

日
常
生
活
的
お
世
話
を
す
る
こ
と
に

馴
れ
て
き
た
こ
と
も
重
な
り
、
本
来

業
務
と
は
い
え
、
今
ま
で
と
は
異
な

っ
た
者
態

・
介
護
業
務
を
行
う
た
め
、

精
神
的
・
肉
体
的
に
疲
労
が
み
え
て
き

て
い
る
現
状
で
す
。
現
在
、
実
施
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
協
帥
酬
を
重
ね
て
い

ま
す
の
て
ご
理
解
刷
い
ま
す
.

山間

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

平
成

6
年
度
か
ら
水
道
水
に
つ
い

て
も
製
造
物
責
任
法
が
適
用
さ
れ
、

な
お
一
層
の
水
質
基
準
を
満
た
し
、

水
道
法
に
基
づ
く
行
政
に
最
大
限
の

努
力
を
し
ま
す
。

今
金
地
区
簡
易
水
道
卒
業
の
区
域

拡
張
工
事
は
平
成

5
年
度
か
ら
実
施

し
、
本
年
度
、
取
水
ピ

ソ
ト
及
び
上

家
の
新
築
屯
気
機
械
計
装
設
備

・

送
水
管
布
訟

・
極
川
地
区
内
配
水
管

の
工
事
を
行
い
完

7
し
ま
す
。

従
い
ま
し
て
本
年
度
内
歳
入
歳
出

の
総
額
を
2
偲
5
千
8
百
飽
万
6
千

同
に
措
置
し
ま
す
。

会 計 名 前年度 7年度 増減金額 増減率(%)

般 会 計 6，452，353 6，584，725 132，372 2.1 

国民健康保険特別会計事業勘定 663，011 702，546 39，535 6.0 

老人保健特別 会 計 903，852 891，677 ム 12，175 ム l.3 

国民健康保険特別会計施設勘定 1，272，407 1，199，405 ム 73，002 ム 5.7 

簡易水道事業特別会計 179，492 258，886 79，394 44.2 

計 9，471，115 9，637，239 166，124 l.8 

m
教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
円

執
行
方
針
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
大
綱
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
永
年
の

懸
案
で
し
た
今
金
町
教
育
目
標
が
審

談
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目
標
を

指
針
と
し
て
、
社
会
教
育
の
基
本
方

向
を
改
め
て
明
確
に
し
、
幻
世
紀
を

展
望
し
た
総
合
的
な
施
策
的
推
進
を

図
る
た
め
、
所
要
町
干
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

昨
年
4
月
、
図
的
史
闘
指
定
を
受

け
た
ピ
リ
カ
遺
跡
保
存
強
制
事
業
は
、

ピ
リ
カ
史
跡
公
凶
盤
側
計
画
に
あ
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
博
物
館
内
展
示

、- ~ 
ボランティアスクールで手話在学ぶ子供たち

• • 単位 :千円

各会計の当初予算規模比較

〕4
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ス
ベ
ス
に
取
り
込
む
こ
と
で
展
示

基
本
計
画
を
再
見
直
し
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
が
国
庫
補
助
事
業
申
競

に
向
け
て
基
本
計
画
を
樹
立
し
、

8

年
度
卒
業
採
択
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

博
物
館
の
建
設
は
、
平
成

9
年
度

茄
工
予
定
で
し
た
が
、
財
政
多
端
の

状
況
か
ら
3
カ
年
同
卒
業
及
び
財
政

剖
画
を
見
据
え
て
決
定
し
て
い
き
ま

す
。背

少
年
の
健
全
育
成
は
、

幻
世
紀

を
担
う
青
少
年
を
い
か
に
自
然
体
験

や
社
会
体
験
を
自
ら
が
実
践
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
理
解
さ
せ
る
か
が
重

要
で
あ
り
、
家
庭

・
学
校

・
地
械
が

一
体
と
な
っ
て
、
そ
の
役
割
を
来
た

す
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
年
度
か
ら

1
 

5
 

〔



日lま

舎
金
町
長
・
合
金

選

4
月

η
日
は
、
任
期
満

7
に
伴
う
今
金
町
長
、
町
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
ニ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を

左
右
す
る
最
も
身
近
な
選
挙
で
、
皆
さ
ん
の

一
票
に
よ
っ
て
町

の
将
来
が
決
ま
り
ま
す
。

明
日
の
今
金
町
の
進
路
を
決
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な

代
表
を
選
出
す
る
た
め
、
候
補
者
の
主
張
や
考
え
な
ど
を

ゅ
よ

く
聴
き
“
。
よ
く
考
え
て
。
棄
権
す
る
ニ
と
な
く
、

貴
重
な
一

票
を
投
票
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

候
補
者
は

あ
な
た
の
手
で

候
補
者
を
選
よ
と
き
は
、
お
金
や

物
、
義
理
人
情
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、

⑤。

弔2i:曜日に加え第4土曜日

も休業日となります内

あ
な
た
自
身
内
判
断
で
、
こ

の
人
こ

そ
と
思
う
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

よ
く

「
私
的

一
燕
ぐ
ら
い

」

と
い

っ
て
楽
権
す
る
人
が
お
り
ま
す

が
、
あ
な
た
の

一
票
は
こ
の
自

の
た

め
に
あ
る
の
で
す
。
そ
の

一一
泉

一
票

内
積
み
重
ね
が
、
現
在
の
今
金
町
を

さ
さ
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
き
、

そ
う
粗
末
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

は
ず
で
す
。

当
日
は
、
棄
権
し
な
い
で
武
重
な

一
烈
を
正
し
く
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

今
回
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
的
要
件
を
備
え
て

い
る
人
で
す
。

• • 

国貝
す

-
年
齢
要
件

昭
和
印
年
4
月

μ
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

・
住
所
要
件

①
登
録

平
成
7
年
1
月
間
日
以
前
に
転
入

届
け
を
出
し
た
方

②
抹
消

平
成
6
年
ロ
月
幻
日
以
前
向
転
出

者
は
抹
消

京
選
挙
当
日
ま
で
に
今
金
町
か
ら
住

所
を
移
し
た
方
は
、
投
前
析
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票

制
度
の
活
用
を

投
票
日
に
、
投
票
区
域
外
で
仕
事

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
や

む
を
得
な
い
用
務
で
旅
行
す
る
と
か

病
気
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、

投
来
日
門
前
日
ま
で
に
投
諜
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
は
.

4
月
四
日
か
ら
4
月間“

固
ま
で
。
毎
日
午
前
8
時
鈎
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
、
役
場
2
階
選
挙
管

理
委
只
会
室
で
で
き
ま
す
の
で
、
印

鑑
を
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

に拡大する ことは、全国 642校で実験的に行っ た研

究結果からみて 干どもたちの望ましい人間形成を

図るうえで 好ま しい結果をもたらすもの と考えら

れたからです。

図っち叩もは休山えて遊んでばかり

いますが、これでは意味がないのでは?

こどもの成長に遊びは欠かせません。なぜな

ら、子ともたちは逓ぴを通Lて さまさまな

ことを発見し、作りだし、体験を重ねるからです

間 塾通いをす印もが多くなるのではな内

‘砧越と心配です。

月 l回の週5日制実施時に もこうした心配は

あり ましたが 文部省の調重て'は塾通いがi曽

えたということはありません。 1曽えた休みを、子ど

もたちには有意義に便ってほしいと考えています。

'V"此7年41'1から、Jl2 1"1のャ校週 5H制が'λ施

される ニ t になりました。 こ れにより、第 2 上~lt! rJ 

に加え 、!1>4i-.BIi1H b 休業1Iとなります。J.t晶とな

る のは、幼jlU剤、小学校、中学校、 1~'iJ等 ::-(-=校および

宵 -ii-長制校の科学校。同制度実施に先立ち

n 21"1のギ校週 5日制をこJ理解L、tだくために‘析

さまか ら脊せられた不安や疑問にお答え Lます。

この制度の目的は? また、なぜ学校週 5日

制を月 2回にしなければなりないのですか。

学校週5日制は、学校 家庭および地域社会

の教育全体のあリ方を見直し、子ともたちの

豊かな人間形成を図るこ とを呂的としています。激

しい変化が予想されるこれからの社会においては、

子と もが自ら考え 判断L、行動する力を身につけ

させる教育が大切だからです。また、休みを月2固

初旬

"" 
内

平成7年度ふるさと創生事業は

ド派遣など4事業を予定.グ中学生のニュージーラン

平成 7年 6月 l日から印鑑登録制度が改正され、印鑑登録証 (現在登録されている手帳式のもの)が

磁気カー ドに変更になりますので、新しい印鑑登録証への引枠 (無料)をお願い します。

〈号|替(切替)期間〉

平成 7年 6月 1日~平成 9年 5月31日 (2年間)

出ニ のW'間までに手続きがなければ、印鑑登録は

抹消となりますので、ご了承ください。

〈場所〉

役場町民初制卜撚住民係

〈お持ちいただ〈もの〉

.印鑑登 録 証

・受領印 (登録印)

・引替の案内ハガキ (後日発送します。)

・本人を硲認できるもの (身分証明書、免許証など本人的写真内張り付けてあるもの)

京代理的方が来られるときは、案内ハガキの委任状に記入の うえ、登録印を押印してください。(代理人

の認め印と代理人の本人確認が出来るものをお持ちください。)

。登録証 をなくしたとき 。登録印をなくしたとき、または登録印を変えるとき

いずれの場合 も新規登録となります。手数料は無料です。

援詳 しくは役場町民福祉課住民係まで

証録登鑑印③ 

.... r.ザ

• • 
平
成

6
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

は
ペ
ガ
サ
ス
の
削
州
事
業
第
2
回
受
け

入
れ
市
中
業
、
文
化
講
抑制
会
事
業
な
ど

4
4業
が
実
施
さ
れ
‘
町
か
ら
品
事

業
ご
と
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
ま
た
、
ロ
月
末
ま
で
に
申
踏
の
あ

平成6年度ふるさと創生事業費

，~ Ii 名 器事章費 当補助 IjlU/額初 決補助定金観 実施主体 人且 期 間 惜 タa 

ペガサスのSatE事推輩進全パ 970，000 675，5曲 570，961 今金町青年金聾 3名
12月6日

yサイド吏 苗 ー10日

ペガサスの興事事章量 臨2 2，259，5回 1，653，0冊 1，453，000 今金町青年金請 33名
8月18日

回受け入れ -30日

びラベ計iルEののデ自ザ動化イン改良且 9咽，0回 6叩，0凹 6叩，000 今金町苗産合高度 5月20日
加工研究 -6月20日

文イじ講出合間師事m 1，5叩!冊。 1，500，0叩 1，3叩，4回 今全金町教背番11 4同 12月i日 F日%iい宝坂な井井む琴宏ら桜行志名 -2月18日

合 5，日9、5国 4，478，5凹 3，994，441 

〕B
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餐暗号 日00000' 

舎童町豊
っ
た
平
成
7
年
度
事
業
に
つ

い
て
は
、

今
金
町

品
る
さ
と
創
生
事
業
委
只
会

(会
長
山
北
幸
野
)
に
お

い
て
帯
畷

さ
れ、

中
学
生
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
派
遣
交
流
を
目
指
す
ペ

ガ
サ

ス
の

興
事
業
な
ど
4
卒
業
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

(平成 7年 2月 l日現在)

事 章 名 位事m費 補助申詰額 主施主体 人 R 醐 HB 幅 考

ペガサスの血龍事事量章 パ 4，6田川10 3，750，政均 今金町青年会話 指中学導生者123名4 4月-9月
ノサイド吏

中国背少年貫流事量 1，7凹刈10 1，5四 O曲 今少年金町団本ス部ポ ツ 小指導'1'学者生 424名8 7~-9 月

郷土の歴史研究事量 1，805，0冊 1，055，0叩 ぴりか塾 世町生民 10月-11月
理 35名

士化講i賞金開憧事章 1，2加!倒泊 1，2曲，0曲 教育委員全 ー世1ft，
告 計 9，424，似10 7，534.0凹

〕7
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平成7年度舎金町ふるさと創生事業実施計画書



一
一IWI 

一
一一
一一・・・
割 削 .

一

記
念
誌

「
メ
ナ
」

を
発
刊

明
治
鈎
年
3
月
、
鈴
木
幾
太
郎
氏

が
金
原
明
普
氏
の
意
を
受
け
瀬
棚
村

メ
ナ
地
区
の

一
角
に

「
金
原
組
民
事

務
所
」
の
石
板
を
掲
げ
て
か
句
百
周

年
を
迎
え
た
鈴
岡
地
区
の
記
念
仰
除

幕
式
と
記
念
式
典
が
3
月
同
目
、
鈴

岡
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
き
き
だ
ち
鈴
問
会
館

前
に
完
成
し
た
記
念
碑
が
細
川
勘
次

郎
♂
江
端
リ
セ
う
ん
の
千
で
除
枠
さ

れ
、
神
丘
小
学
校
児
宜
に
よ
る
安
明

太
肢
も
彼
m
附
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は

地
区
住
民
ら
別
名

が
出
出
し
て
、
百

年
を
振
り
返
り
な

が
ら
な
ご
や
か
に

歓
談
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
同

地
区
の
百
年
の
歩

み
を
つ
づ
っ
た
記

念
誌

「
メ
ナ
」

(B

5
版
、
日
べ
l
ジ
)

が
発
刊
さ
れ
、
参

加
者
に
手
泌
さ
れ

ま
し
た
。

¥1 
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bた

fj[米j出り、震度 l以 lを観測し

た地点名を、各観11¥11地点ごとに

「各地の渓度に I~Iす る ↑!?判'~J と

してきめ制H力， (発点するという

ことになります。

ニのほか、 w波約制として、

r ~~I!波乱l迷子~J.HIA 五 IJJ を発ぶし

ます。また、地民的判にii'il!ii 
~q~の内容が加わり、総WII<JI.W

朝iが分かるようになり tす。作

市阿rHの地域名など についてィ、

"11な点は、 lii寄りの気象台へHn
t、合わせて〈だき t、。

ま地震情報が変わり

小限の情報を防災機関や報道機

関に伝えるためです。

・新たに設置Lた観測点の

震度も取り入れる

震度はこれまで 地方気象台

や測候所で観測された値だけを

発表していました。今後はこれ

らに加えて、新たに地震計を設

置した観測点の震度も取リ入れ

て発表します。震度の観測点は

これまでの 156地点に新たな観

測地点、が加わり、 302地占に唱

えました。

各観測地点の情報を

きめ細かく提供

木炭生産

施設を導入

町森林組合総会開催

か風“
と

か土
u
が
討
論

第

2
回
槍
山
風
と
土
の
懇
談
会

柏
山
支
庁
玉
川
出
の
第
2
回
納
山
風

と
土
的
懇
談
会
が

3
月
6
目
、
デ

モ
l
レ
ン
今
金
で
開
催
さ
れ
、
北
部

3
町
か
ら
初
名
の
地
域
住
民
が
参
加

し
て
前
発
主
江
見
交
換
が
む
き
れ
ま

し
た
。

転
勤
者
を

H
M
叫
砂
、
そ
の
地
域
で

生
ま
れ
行

っ
た
』
引
を

ν
土
u

と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
械
に
持

っ
て

る
イ
メ
ジ
主
と
を
佐
久
間
怜
山
支

庁
長
を
司
会
に
フ
リ

ト

キ

ン
グ
。

こう Lt~ t，'i仰の先ぷは、主L象

liの-W.J-iI[I!I*J詰を11J 1 、たコンピュ

ー ター辿{， :;と、 l~í't .J I'. ~t集時jll~. rひ

まわり」を平1(111L t~11吟事J出イ;;; I;' 

j!I!じて jJいます 。 これによ って、

自治体や料道機|矧へぷ 111.< JI伸

主的仰をi孟るニとができます。

つまり 、山l主3以 lを観測 L

た14;イ干にはまずJ也域名て¥ tX(こ

地t，¥，tが起こった tき、まず海

山付近におけるけ'波の有無にl期

する情報が必袋です。 さらに、

自分や税官lの甘んでレる地域が

どのf'，¥J:ltの被，1;にiiiったかを知l

る11'Ì<' とし て 、 i.l~ J主の的平hib 気
になりますロ地以後に 1t之主する

人(J'.)な被ii;:tc J山小限に食レiIめ

るため には、敏iliてJI確な情報

のfムi圭が必裂です。

はil!i1 報やI血以↑i'dl~ を 、 ニれ

までより ili( "昨に{ム遣するた

め、 ‘l'成 5!.F.カ白ら新たな情報網

の務自111を進めてきま Lた。 これ

に恭づいて、平成 7iド31[カ白 h

!.~J!.tの JU:: Jiil、が事li L くなった

のです。では、どのよフに変わ

ったのカiをみてみましょ う。

・震度 3以上の地域を

2分後に発表

各都道府県を152地域に分け、

震度 3以よを観測した地域名 と

その震度を 地震発生から約 2

分後に発表します。これは大き

な地震の発生後すぐに、必要最

w

風
。
か
ら
は
白
蛇
の
す
ば
ら
し

さ
が
強
調
さ
れ
た
反
面
、
医
療
の
巡

れ
‘
イ
ベ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み
方
な

ど
の
問
題
占
が
指
摘
さ
れ
.

w

土。

側
か
ら
も
反
論
や
荊
発
な
窓
口
比
が
出

さ
れ
、
結
論
を
求
め
る
部
談
会
で
は

な
い
が
、
率
由
主
意

μ
が
多
く
有
芯

義
な
懇
談
会
と
主
り
ま
し
た
。

• • 
平
成

6
年
度

3
組ガ

印

平
成
6
年
度
今
金
町
家
族
協
定
農

業
合
同
調
印
式
が

3
月
日
目
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
協
定
良
家
ら
関
係
者
初

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
家
族
協
定
股
業
普
且
推
進
協
議

会
的
主
制
で
行
わ
れ
た
こ
の
澗
印
式

は
、
満
別
蔵
に
達
し
た
経
悩
者
が
後

継
者
に
経
包
及
び
資
産
の
移
淡
を
行

い
、
後
継
者
が
経
済
而
を
含
め
た

ι

後
円
生
前
を
保
証
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は

3
組
が
細
川
内
同
協
組
合

長
、
坂
本
民
業
委
只
会
長
の
立
ち
会

い
の
も
と
に
協
定
住
に
澗
印
し
ま
し

‘lo'ltM 
't. .:t 
. '、 . . 
"棒
ø~". 

町
線
林
組
合
(舵
列
正
信
組
合
長
)

内
通
υ
川
総
会
が

2
月
幻
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
平
成

6
年
度

業
務
報
告
、
平
成
7
年
度
事
業
計
画

を
承
認
し
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
に
は
林
業
労
働
者
向

夏
期
間
の
雨
天
日
及
び
冬
期
聞
の
休

業
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、
回
代
地

区
に
木
炭
生
産
施
設
を
導
入
し
、

木

炭

・
土
壌
改
良
剤

・
融
雪
剤

・
木
酢

液
な
ど
を
生
産
し
販
売
す
る
計
画
で

す
。年

内
に
生
肢
を
始
的
、
以
料
は
カ

ラ
マ
ツ
ト
ド
マ

y
の
間
伐
材
な
ど

で
.
年
間
生
産
回
線
は
m
J
で
す
。

〕8
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町
家
族
協
定

農
業
合
同
調
印
式

平住所 経 '嵩 主 f長 継 者

ヰ住吉 制I 野政男 神聖I正博

424 昭和叩年 1月20日 昭相祖年8月23日

'1八"* 惣政喜代春 惣蔵浩光

103 明制JlO年4月8日 昭和39年 2月15日

字向石 問林晃行 岡林国光

224-11 昭和IO年11月14日 昭和37年12月25日

た
。後

縦
者
ら
は
雌
し
い
民
業
相
勢
町

な
か
、
な
お
一
層

努
力
す
る
こ
と
を

誓
っ
て
い
ま
し
子
、

こ
の
後
、
祝
釘

会
が
行
わ
れ
、
酪

良
野
菜
、
米
づ

く
り
に
挑
む
若
い

農
業
世
代
を
激
励

し
て
い
ま
し
た
.

-~ 

協定書に個印する庫業桂継者

〕9
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多彩な催むを披露

青年婦人

合同文化祭

み
一(ん
な1

小
学
校
生
活
の
思
い
出

金
原
小

6
年

水
上

俄
は
、
小
学
校
一
年
内
入
，
守
式
的

日
町
朝
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
た
せ

い
か
五
時
頃
目
を
き
ま
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
に
手
を
ひ
か
れ
て
学
校
に

校
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
海
へ

行
っ
て
、
自
分
迷
で
テ
ン
ト
を
帰
り

ま
し
た
。
俄
は

「ま
き
拾
い
係
」
と

い
う
係
だ

っ
た
の
で
、
そ
の
辺
に
部

ち
て
い
る
小
枝
を
、
た
く
さ
ん
拾
い

あ
つ
め
た
。
拾
お
一
ヲ
と
し
て
し
ゃ

が
ん
だ
時
、
た
ま
に
風
が
吹
い
た
り

し
て
目
に
砂
が
入
り
ま
し
た
。
目
が

と
て
も
ち
く
ち
く
し
た

こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

小
枝
を
た
く
き
ん
拾
っ
て
も
ど
っ

て
か
ら
、

上
級
生
が
火
を
お
こ
し
て

チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
作
る

時
、
風
が
吹
く
た
び
に
砂
が
入
る
か

ら
‘
テ
ン
ト
の
か
げ
で
作
り
ま
し
た
。

初
め
て
自
分
速
で
作

っ
た
チ
ャ

平
成
6
年
度
内
H
年
婦
人
合
同
文
化

山県が

3
月
5
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

附
悩
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
行
年
団
体
述
内
桁
協
議
会

と
焔
入
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
催
で

行
わ
れ
、
当
日
会
場
で
は

ち
ぎ
り

、、lt
J
ノ

ー
ゆ
広

つ
い
て
か
ら

一

二
年
生
の
教
室
に

入
っ
た
。
僕
は
パ
ラ
に
「
お
め
で

と
う
」
と
書

い
て
あ
る
パ

y
ジ
を
も

ら
っ
た
。
ど
う
す
る
の
か
、
わ
か
ら

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な
胸
に
つ

け
て

い
た
の
で
、
侠
も
パ

y
ジ
を
つ

け
て
も
ら

っ
た
。
そ
し
て
、
教
科
位

や
ノ
ト
、
カ
バ
ン
に
つ
け
る
カ
パ

も
も
ら

っ
た
.
最
初
に
教
科
貯
を

も
ら
っ
た
時
は
、
泌
字
や
統
的
主
い

字
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
か
ら
、
と
て

も
む
ず
か
し
そ
-
7
に
思
え
た
。

そ
れ
か
ら
、
二
年
生
の
自
己
し
ょ

弥
d 

場• • 

ハ
ン
は
、
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
け

ど
、
た
ま
に
砂
の
か
た
ま
り
が
人

っ

て
い
ま
し
た
。
次
的
目
、
海
で
出

f

時
間
に
な

っ
て
泳
い
で
い
た
ら
、
小

西
先
生
が
小
さ
な
カ
ニ
を
と

っ
て
き

て
く
れ
た
か
ら
、
僕
は
カ
ニ
を
持
っ

て
い
こ
う
と
し
た
ら
、
森
先
生
が

「
か
わ
い
そ
一
ヲ
だ
か
ら
に
が
し
て
あ
げ

な
さ
い」

と
言
っ
た
の
で
、
僕
は
海

ヘ
カ
ニ
を
に
が
し
て
や
る
こ
と
に
し

、-。
み
人

か
る
く
梅
へ
ほ
う
り
投
げ
た
ら
チ

ャ
ポ
ン
と
背
が
し
て
し
ず
ん
で
い

っ

た
。
キ
ャ
ン
プ
は
と
て
も
楽
し
か

っ

た
で
す
。
三
年
生
内
二
学
期
に
な

っ

て
か
町

一
人
ふ
え
ま
し
た
。
そ
れ

蔵bフ官Jレク
一守

や"丘小学校では、卒業記念事業として 、3月20日、

矢野栄さんの敷地にタイムカプセルを埋蔵Lました。

写真・日記帳ー大会で入賞したメダル人形学用品

親からの〆 yセージなど思い出向品ばかリ 、場')出す

JO年後円 8月15日を今か句楽 Lhに Lていました。

絵
、
生
け
花
、
附
加
な
ど
の
作
品
展

示
や
う
ど
ん
、
五
目
飯
な
ど
の
バ
ザ

ー
な
ど
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。研

修
報
告
で
は
、
姉
述
協
道
外
視

察
研
修
に
参
加
し
た
青
山
我
ペペ

ペ
ガ
サ
ス
内
刑
判
パ

l
ン
サ
イ
ド
交
流

推
進
会
談
に
参
加
し
た
三
上
輝
彦
ぷ
、

道
婦
述
国
際
セ
ミ
ナ
ー
研
修
に
参
加

し
た
阪
井
ミ
エ
ぷ
が
思
い
出
や
研
修

成
川
市
を
発
表
し
ま
し
た
。

午
後
か
句
前
出
出
発
表
に
移

q.
趣

向
を
説
り
し
た
献
や
問
り
に
会
場
内

は
大
い
に
雌
り
上
が
り
、
多
彩
で
桁

芯
殺
な
合
同
文
化
抗
日
を
た
く
さ
ん
の

方
が
楽
し
み
ま
し
た
。

う
か
い
が
あ

っ
た
が
、
自
己
し
よ
う

か
い
を
し
な
く
て
も
保
育
所
が
い
っ

し
ょ
だ
っ
た
か
ら
、
全
員
同
名
前
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
か

ら
、
記
念
写
真
を
お
父
さ
ん
が
と
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
妹
同
情
が
ご
」
ず

も
し
よ
い
た
い

」
と
言

っ
た
の
で
し

よ
わ
せ
て
や

っ
た
ら
後
ろ
に
転
び

そ
う
に
な

っ
た
。

倹
と
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
大

笑
い
し
た
。
少
し
し
た
ら
親
せ
き
の

人
が
、
お
祝

い
に
来
て
く
れ
た
。
俄

は
、
少
し
は
ず
か
し
か

っ
た
。
で
も

う
れ
し
か
っ
た
。
一

年
生
に
な

っ
て

三
ヶ
月
た
っ
て
か
ら
、
初
め
て
の
全

は
、
淳
和
君
と
い
う
千
梨
県
内
万
か

句
転
校
し
て
き
た
人
で
す
.
日
地
初
は

話
し
ず
ら
か

っ
た
け
れ
ど
も
俄
を
知

っ
て
い
る
と
い
つ
こ
と
で
す
く
に
主

か
よ
く
な
れ
ま
し
た
。
休
み
時
間
は
、

い
つ
も
僕
と
ギ
丸
君
と
淳
和
君
で
遊

ん
だ
。

四
年
生
で
楽
し
か

っ
た
の
は
、
お

楽
し
み
会
で
お
こ
の
み
焼
き
と
か
を

作
っ
て
た
べ
た
り
し
た

こ
と
で
す
。

五
年
生
で
楽
し
か

っ
た
の
は
、
お

楽
し
み
会
で
ダ
ブ
ル
ス
で
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
し
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て

伐
述
三
人
で
サ
マ

l
ス
ク
ー
ル
キ
ャ

ン
プ
に
行

っ
た
こ
と
も
楽
し
か

っ
た

で
す
。

小
学
校
生
活
で
は
な
ん
と
い

っ
て

も
修
学
旅
行
が
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
地
下
街
で
買
い
物
を

し
た
こ
と
て
す
。
六
年
生
で
は
、
球

技
大
会
的
ド
ゾ
ジ
ボ

ル
で

2
位
に

な
っ
た

こ
と
と
、
友
達
が
た
く
さ
ん

出
来
た

こ
と
で
す
。
児
童
会
の
会
長

に
な
っ
て
、
学
部
発
表
会
の
時
最
後

に
み
ん
な
の
前
で
閉
会
の
言
築
を
言

う
時
が

一
番
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

慌
の
が
は
‘
世
界
で

一
番
大
き
い

「弥
カ
ン
パ
ニ

ー
株
式
会
社
」
で
来

り
物
を
造
り
、
そ
の
会
柏
町
社
長
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
友
達

を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
や
勉
強
を
頑

張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

jに

ru作
り
L
V

〕日1
 

〔

， 
， 

今
小

P
T
A
活
動

中
底
的
あ
づ
ま
や
で
使

っ
て
い
る

"
よ
し
ず
“
が
古
く
主

っ
た
た
め
、

子
供
た
ち
の
体
験
学
習
も
兼
ね
て
阿

1
・
5
m

今
金
小
学
校
P
T
A
施
設
都
内
あ

づ
ま
や
補
修
作
業
と
し
て
勿
よ
し
ず
。

作
り
が

3
月
刊
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
さ
1
・
6
m
の
よ
し

ず
ロ
枚
が
立
派
に
で
き
あ
が
り
ま
し

、一o
'
人1削指し

、導たよ

グ) 4 し
も年ず
と生作
、{立り

父に
兄参
グラ 1λl 

悪
戦
苦

一
本

一
本
て
い
ね

い
に
織
り
上
げ
て
完
成

さ
せ
、

生
活
に
必
裂
な

も
の
を
自
分
速
の
手
で

作
る
喜
び
を
味
わ

っ
て

い
ま
し
た
。

医
学
講
演
会
開
催

北
部
槍
山
医
師
会

北
部
柏
山
医
師
会
主
催
の
医
学
講

副
会
が

3
月
刊
日

町
民
セ
ン
タ

で
開
催
さ
れ
、
函
航
亦
十
午
病
院
脳

神
経
外
科
部
長
町
松
川
町
隊
幸
先
生
が

「脳
神
経
外
科
治
療
の
適
応
と
限
界
」

に
つ
い
て
講
出
。

医
療
従
事
者
救
急
業
務
従
事
者

ら
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

• • 
fγ，一………e一一，一…e一-iろ=?言詮色のjJイドlト .一一…e一一….一e一一一…一……一…一………一………一……--一.
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老
人
医
療
費
の

一
部
負
担
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

老
人
医
療
質
的

一
部
負
担
金
が
改

正
さ
れ
、
平
成
7
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
8
年
3
月
幻
固
ま
で
の
聞
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
外
来
は

1
ヶ
月
に
つ
き

l
，
o
1
0円

(現
行

I
，
o
o
o阿
)

。
入
院
は

1
日
に
つ
き

7
0
0
円

(現
行
ど
お
り
)

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け

て
お
り
‘
市
町
村
氏
税
が
非
加
税
何

世
引
の
人
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り

3
0
0
円

(
2
ヵ
月
限
度
)
で
す
。

〈
町
民
福
祉
課
国
保
係
〉

ヨ.r ;; 

警
察
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

ン
①

募

集

4
月
凶
日

②
受

付

4
月
幻
日

i
5
月
日
日

③
試
験
日
似第

1
次
試
験

5
月
羽
田

④
試
験
地

八
雲
、
函
館

(
そ
の
他
に
つ
い

て

は
笹
山知
山
由
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
)

⑤
受
験
資
絡

A
区
分
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
を
卒
業
又
は
平
成
8
年
3
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、

昭
和
叫
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

(町民!m!J1鐸衛生係 ・国保係)

機診を受けて明るい健康づくり

4月みんなの健

刊
年
4
月
1
固
ま
で
に
生
ま
れ

た
列

4
.

日
区
分

上
記
A
以
外
の
人
で
、

昭
和
叫
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
到
ザ

(
同
校
在
学
中
町
人
を

除
く
)

⑥
採
用
予
定
平
成
8
年
4
月
1
日

悦
卒
者
に
つ
い
て
は
、
本
年
刊

月
l
日
係
府
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

京
詳
し
く
は
、
北
船
山
智
察
署
ま
で

2
0
1
3
7
8
4
5
2
2
1
 

桧
山
支
序
林
務
課

自
然
保
護
係
か
ら

私
た
ち
の
係
で
は
、
地
域
の
自
然

や
野
生
動
物
的
保
雄
な
ど
を
玉
な
仕

4
と
し
て
お
り
、
竹
内
の
自
然
を
き

め
細
か
く
知
る
た
め
に
、

eu獣
保
議

只
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

H
M
獣
保
波
長
は
、
狩
猟
の
見
回
り

ゃ
似
つ
い
た
野
生
動
物
的
保
湿
な
ど

を
主
な
仕
事
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
山
や
川
な
ど
で
、
傷

つ
い
た
野
鳥
な
ど
を
保
護
さ
れ
ま
し

た
旬
、
鳥
獣
保
議
只
又
は
支
庁
自
然

保
護
係
に
迎
絡
く
だ
さ
い
。
跡
前
医
な

ど
の
手
当
や
自
然
復
帰
の
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

。
今
金
町内
iH

獣
保
議
員

上
回
以
到

(7
舵
川
)• • 

g
q
4
2
7
1
6
 

0
支
庁
自
然
保
護
係

合

0
1
3
9
5
I
2
|
1
0
1
0

新
入
学
(
国
)
児
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

道
内
で
は
、
過
去
5
カ
年
に
歩
行

中
、
自
転
車
乗
車
中
に
交
通
事
故
に

よ
り
亡
く
な
っ

た
子
供

(幼
児
、
小

中
学
生
)
は
白
人
を
数
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
恨
放
で
は
、
市
だ
け
で

な
く
、
歩
行
者
、

自
転
車
利
用
者
に

もO
歩
行
者
向
過
失
i
飛
び
出
し
、
市
中

の
直
前
直
後
の
償
断
、

日
号
無
刊
由

主
と
。

O
自
転
車
利
用
者
向
過
失
;
交
差
出

で
の
安
全
不
雌
認
、
通
行
ヒ刀法、

一
時
不
停
止

な
ど
の
過
失
が
認
め
ら
れ
る
の
が

実
態
で
す
。

4
月
は
新
入
学

(
凶
)
の
季
節
で

す
。
家
庭
や
学
校
で
は
、
新
入
学
川ん

に
只
体
的
に
声
を
か
け
な
が
ら
交
通

ル
l
ル
を
教
え
、
交
通
事
故
か
り
守

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

7
0

〆白

0
0戸

〆

〈入浴術っそ5J~から

〕2
 

1
 

〔

社会福祉協議会だより
7. 3. 10 

※光由里学園、捜寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈札 幌 市〉 地 田 ユ ミ干

高 橋 正 彦 金 原 老 人 ク ラ ブ

〈函館市〉 豊田老人クラ ブ

函館大谷女子短大 下 回厘 春 子

〈八 雲 町〉 和 田 林

近 藤 博 i唖 渡 調E 手1) 作

〈今 金町〉 犬 塚 マ サ オ

今 金 ツ パ メ 石 油 大 塚 勝

今 商 庖 力日 藤 俊 治

Z黒 沢 テ ル 子 遠 I~ 正 1見

大 倉 啓太郎 『長 111 キ ヨ

上 キサ 幸 子

ア
ル
ミ
缶
回
収

事
業
に
協
力
を
グ

光
町
盟
字
国
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
と
し
て
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ト
時
対
抗

2
、
都
4
木
附
日
に
凶
収

し
て
い
ま
す
の
で
、
制
9
川
ま
で
に

集
約
場
所

(
ゴ
ミ
ス
テ

l
y
ョ
ン
検
)

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

4
成
6
年
の
益
金
は
阪
神
大
ぷ
災

の
義
般
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た

だ
き
ま
し
た
。

ゴ
ミ
処
理
券
は
貼
ら
な
く
て
結
純

で
す
の
で
‘
町
民
的
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

• • 
入
浴
は
心
身
の
健
康
に
は
欠
か
せ

な
い
生
活
習
慣
。
し
か
し
、
お
風
呂

町
入
り
方
を
間
迎
、
え
れ
ば
、
か
え

っ

て
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
(
特
に
高
血
圧
の
人
は
要

注
芯
)。

正
し
い
入
浴
法
を
マ
ス
タ

ー
し
て
上
手
に
l
目
的
，
ア
カ
砂
を

務
と
し
た
い
も
の
で
す
。

五
全身にサボーターをさ
れたのと同じような状

態に怠り‘静脈のJili濠
が心慮!こ戻るのを助け
る。血管を嵐清させて
血行をよくする。

ー@ii!ーーー
お濁の中でからだを働
かすと筋肉が館えら

れ‘小さな週働をした
のと同じ効果がある。

司直 目 女す 車 者 実施日 時 匹目司 対皐地区 実施会場 備 考 お知らせ

畳付 町 民 保健指導、健康棺談、身体計
役49月場前018ひ日~υ11d献血30 ① 乳児相絞 生後6、9ヶ月児 6日同 全地区

13: 00-13: 30 センター 担1)

畳付 尿検査、血液検査、歯科指導
f内13ト柑可今10金137t'河② 妊婦健 診 妊婦 の 方 II日V; " 国保病院

13∞-13: 30 保位指導、医師診察 (有料) -14: 10 

"守
金

農14協横30-16: 30 ③ 股脱健診 生後 4ヶ月児 II日υd 13 凹-14 田 " 股関節X線撮影
保 健 所

畳付 町民 保健指導、健康相談、身体計 予防111489接自日日国同制種市上下<，地見i街'11区地) 区
④ 育児鵠座 生後 3ヶ月児 20日間 " 9 : 30-10 凹 センター 出l

生後 4、 7、 受付 身体計捌、医師診察、歯手ヰ指
護くし者わますにし通。く知は、い{た皐⑤ 乳児 健診 20日開 " " 

10、 12ヶ月児 12 却 -13 凹 導、栄養指導、保健指導

生後3歳 畳付
畜病犬予25，宣防録注2e、射、狂21犬日⑥ 3校 児 健 診 21日同 H " " 2、 3、 4ヶ月児 12: 45-13 : 15 

3日但l

10日開) 老人福祉
⑦ 一 般相談 生 住 民 10 凹-12 回 " 保健指導、陸康相時

17日明) センター

24自問

O 
U 

造
血行をよくして新陳代1・・・
mを促す。ぬるめの濁
なら精神をリラックス
させる。

よって重力から解章受さ

れてのびのびとする.
関節周辺閣筋肉も緊張

から解放されτ痛みな
どもやわらぐ.

ー豆'?i5コ
<I問手在桂るで組み、大きく胸をそらす(肩在佳ろに引き

胸在前に出す感じ。雨足は伸1;:す)。

@ゆっくり 2-3回反軍する。

-疲労回復に役立つ入浴体操

血亜の循現在高め、筋肉の疲労をとる亜動です。菌すじ

ゃ肩の運動在 緒に行えば、肩こりの回檀や予防にも伎立

ちます。u疲れたな"と思ったら、ぜひお試しくだ古い。

血
圧
の
高
い
人
の

お
風
日
の
入
り
万

1
、
協
の
胤
皮
は
お

i
刊
皮
く
ら
い

の
ぬ
る
め
に
。

2
、
浴
梢
に
は

一
気
に
入
ら
ず
、
か

け
湯
を
し
た
あ
と
、
足
先
か
ら

序
々
に
体
を
沈
め
る
よ
う
に
。

3

水
圧
を
少
な
く
す
る
た
め
、
や

や
浅
め
に
、
胸
く
ら
い
ま
で
っ

か
り
、
手
で
肩
に
川
備
を
か
け
る

よ
う
に
す
る
。

4
、
入
浴
時
間
は
ゆ
分
位
に
し
、
長

泌
を
避
け
る
。

5
、
で
き
れ
ば
、
脱
衣
所
を
暖
か
く
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
快
適
な

入
浴
ラ
イ
フ
を
庁

(保
随
指
持
係
)

1
 

3
 

1
 

〔



ややや

(前月対比)

(-8 ) 

(-4 ) 

(-4 ) 

(-2 ) 

z月末現在

7，451人

3，596人

3，855人

2，552世相

令令令

人口

男

女

世知数

官④ 5321

fi(t0324 

2②0221 

2④5011 

fi(t0057 

2 ④5321 

4月の休日当番医
(北柏山)

(今金)

(今金)

(北柏山)

(今金)

(北半白山)

北 相山町 国保病院

自国医院

今金町国保病院

道，，1ロイヤル病院

岩間医院

北愉山町国保病院

2日

9日

16日

23日

29日

30日

図 おたんじようおめでとう

中山 桑藍¥ 2月13日(保飽者一討を)鈴金

目我部策部li¥" 2月25日(保税者守嗣)大手口!町

山我部糸魚 2月25日(保護者守嗣)大和町

三上佳祐¥， 2月26日(保護者指[iiIi)上金Jj;t

兵藤絢タ'ち 3月 1日(保趨者困蒋)~'fJ美町

1t藤首議 '" 3月 7日({思議者茂I!iJ)If明町

伊東 余録¥ 3月13日(保直者 111同)末広町
や.， 

今阿弥真人九 3月14日(保泊者a裕 )持fI.

固いつまでもお Lあわせに

%問 政和主(八鈴 ) =井J~l

圏 お くやみもうしあげます

阿部トミコ ~Iv 2月18日 78歳 末広町

桜 川三 太郎江 3月 1日 87成 ~~~~ ~N I盟
日野消帥日ん 3月 1日 78成 本 町

大山みさを九 3月 1日 93歳 末広町

佐々木興助江 3月10日 85t& 英利河

土屋辛口失~I，. 3月15日 66歳 大和町

工 藤 七 弘 3月17日 93成 m fl 

、3月23悶丑付分まで配線

『続
柄
』
の
記
載
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

平
成
7
年
3
月

1
日
か
ら
、
住
民

照
的

「
世
叩
主
と
の
続
柄
L

の
記
載

方
法
が

一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
、
世
部
主
の
子
供
は
、
長
幼

性
別
で

「
長
男
L

「
長
女
L

「養
干
し

な
ど
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
.

こ
れ
か
ら
は
、

一
律

「
子
」
と
記
載

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
近
年
に
お
け
る
プ
ラ
イ

パ

y
ー
な
微
町
市
川
柑
な
ど
に
よ
る
社

会
情
勢
町
変
化
に
対
応
す
る
も
の
で

す
。こ

れ
に
よ
り
、
除
か
れ
た
住
民
間
悼

の
続
柄
欄
に

「長
男
」
な
ど
で
記
載• 

久子江(南栄町)

住
民
票

さ
れ
て
い
る
も
の
は

『記
載
省
略
」

に
よ
る
交
付
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
変
更
例

改正前 改正後

長男、二男・ 子

長女、二女・ 子

養子 子

養父、養母 父、母

ぼ
く
た
ち
気
を
つ
け
ま
す

今
金
保

今
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
児
訟

を
対
象
と
し
た
北
楠
山
容
察
諸
民
に

よ
る
交
通
安
全
教
室
が

3
月
刊
目
、

今
金
保
育
所
で
聞
か
れ
、
小
学
校
入

学
を
前
に
し
た
子
供
た
ち
も
真
剣
に

交
通
ル
ル
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し

き
、
信
号
機
内
見
方
、
横
断
歩
道
の

渡
り
方
な
ど
の
お
話
し
の
後
、
実
際

に
侶
号
機
の
あ
る
横
断
歩
道
を
渡

っ

て
勉
強
し
ま
し
た
。

郊
外
で
の
活
動
が
多
く
な
る
こ
の

時
期
、

車
内
利
用
も
頻
繁
に
な
り
事

放
に
迎
う
機
会
も
お
お
く
な
り
ま
す

の
で
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
は
交
通

ル
ル
を
守
り
、
元
気
に
通
学
し
ま

し
ょ
、
7
0

編

集

後

記

4
月
は
旅
立
ち
の
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
中
学
、
高
校
を
卒
業
し
て
勉

学
を
続
け
る
者
、
社
会
人
と
し
て
活

組
す
る
者
、
そ
れ
ぞ
れ
道
は
ち
が

っ

て
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
金
中
学
校
の
卒
業
式
に
山
町
し
、

二
十
数
年
前
を
思
い
出
し
感
慨
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
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発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

新
人
が
入

っ
て
き
ま
す
。

日
年
前
に

私
も
役
場
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の

時
的
緊
張
感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

初
先
制
抑
方
、
新
人
に
ち
ょ
っ

と
戸

を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

〕4
 

1
 

〔


